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は

じ

め

に

寺
院
実
態
調
査
は
、
今
回
、
千
葉
県
東
部
お
よ
び
西
部
宗
務
所
管
区
で
実
施
し
た
。
東
部
は
山
武
郡
大
網
白
里
町
・
香
取
郡
多
古
町
を

中
心
に
、
一
部
は
千
葉
市
東
部
に
わ
た
る
四
十
九
力
寺
を
、
五
十
九
年
十
月
に
調
査
し
た
。
西
部
は
、
長
生
郡
長
柄
町
・
長
生
村
の
十
四

力
寺
を
五
十
八
年
十
一
月
に
調
査
し
た
。

千
葉
県
は
、
日
蓮
聖
人
生
誕
の
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
に
最
も
日
蓮
宗
の
伝
道
が
行
わ
れ
て
き
た
所
で
あ
り
、
現
在
も
県
別
で

全
国
一
の
寺
院
数
五
六
七
力
寺
、
宗
門
寺
院
の
一
割
以
上
を
数
え
る
伝
統
的
教
化
地
域
で
あ
る
。

千
葉
県
は
、
古
く
は
、
南
部
は
安
房
、
北
部
は
下
総
、
そ
の
中
問
を
上
総
と
い
い
、
房
総
三
国
か
ら
な
り
、
三
三
八
血
の
海
岸
線
を
も

つ
半
島
で
あ
る
が
、
内
陸
は
山
や
丘
陵
・
平
野
な
ど
起
伏
に
富
み
、
南
部
と
北
部
で
は
地
域
性
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
首
都
が
隣
接
し

た
県
と
し
て
、
臨
海
工
業
地
帯
や
通
勤
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
な
ど
が
顕
著
な
北
部
に
対
し
て
、
南
部
は
依
然
純
農
村
的
要
素
を
と
ど
め

て
い
る
。

千
葉
県
東
部
宗
務
所
管
区
の
地
域
は
、
利
根
川
以
南
の
香
取
郡
、
銚
子
市
を
中
心
と
す
る
束
総
地
区
か
ら
東
金
市
を
中
心
と
す
る
山
武

郡
市
に
至
る
、
九
十
九
里
海
岸
に
面
し
た
所
で
、
香
取
、
東
総
地
区
が
旧
下
総
と
よ
ば
れ
、
山
武
郡
市
は
旧
上
総
に
入
る
。
西
部
宗
務
所

管
区
の
地
域
は
、
山
武
郡
市
の
南
側
、
茂
原
市
を
中
心
と
す
る
長
生
郡
市
お
よ
び
市
原
・
木
更
津
・
君
津
・
富
津
の
各
市
な
ど
太
平
洋
九

十
九
里
海
岸
か
ら
東
京
湾
岸
に
お
よ
び
、
千
葉
県
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
、
旧
上
総
と
よ
ば
れ
た
地
域
で
あ
る
。

東
京
湾
岸
沿
い
の
市
原
市
・
木
更
津
市
・
袖
ヶ
浦
町
は
京
葉
工
業
地
帯
の
一
画
を
形
成
し
、
都
市
化
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

千
葉
県
は
、
前
述
の
通
り
日
蓮
宗
寺
院
が
最
も
多
く
数
え
ら
れ
る
地
方
で
あ
る
。
下
総
・
上
総
両
国
は
、
日
蓮
聖
人
門
下
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
に
活
躍
し
て
教
勢
を
伸
展
さ
せ
て
き
た
、
教
団
史
上
よ
く
知
ら
れ
た
所
で
あ
る
。

82



今
回
調
査
し
た
香
取
郡
・
山
武
郡
の
地
域
は
、
寺
院
数
が
と
く
に
集
中
し
て
い
る
。

門
下
の
布
教
が
、
地
域
の
人
び
と
に
受
入
れ
ら
れ
て
集
落
ご
と
に
寺
院
が
建
て
ら
れ
、
村
ぐ
る
み
法
華
に
帰
依
し
た
地
域
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
日
蓮
聖
人
以
後
の
直
孫
弟
や
門
流
の
教
化
活
動
が
継
続
し
て
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。
調
査
地
域
の
歴
史

的
背
景
と
し
て
の
伝
道
史
の
一
端
を
み
て
も
、
法
華
経
寺
を
本
寺
と
す
る
中
山
門
流
は
、
千
葉
胤
貞
の
勢
力
下
、
下
総
千
田
荘
へ
の
進
出
、

下
っ
て
埴
谷
妙
宣
寺
日
英
上
人
の
教
団
開
拓
等
、
多
く
末
寺
が
こ
の
地
に
創
立
さ
れ
た
こ
と
。
六
老
僧
日
向
上
人
の
門
流
は
、
斉
藤
氏
の

外
護
に
よ
る
茂
原
市
藻
原
寺
、
多
古
の
妙
光
寺
を
拠
点
と
し
た
教
勢
の
拡
大
と
多
く
の
末
寺
を
擬
し
た
こ
と
。
日
什
門
流
の
日
泰
上
人
は
、

酒
井
氏
の
外
護
に
よ
り
、
長
生
・
山
武
両
郡
に
わ
た
る
七
里
四
方
を
法
華
に
帰
依
せ
し
め
、
上
総
十
力
寺
と
よ
ぶ
有
力
寺
院
を
核
に
、
七

里
法
華
と
知
ら
れ
る
地
域
を
形
成
し
た
こ
と
。

中
世
に
お
け
る
宗
門
僧
侶
教
育
の
場
は
、
こ
の
地
域
が
中
心
で
あ
っ
た
。
飯
高
(
八
日
市
場
市
)
・
中
村
(
香
取
郡
)
・
小
西
(
山
武
郡
)
が

十
六
世
紀
後
半
に
成
立
、
関
東
三
極
林
と
よ
ば
れ
、
全
国
か
ら
負
笈
し
多
く
の
学
僧
・
人
材
を
輩
出
し
た
。
今
日
の
法
類
・
法
縁
と
よ
ば

れ
る
の
は
、
こ
こ
に
渕
源
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
史
実
を
有
す
る
所
が
、
調
査
対
象
の
地
域
で
あ
り
、
上
総
七
里
法
華
と
か
、
固
ま
り
法
華
と
か
よ
ば
れ
る
土
地
と
住
民
が
法

華
に
偏
依
し
て
信
仰
を
今
日
に
継
い
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
弘
通
地
域
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
信
仰
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
知
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
調
査
地
域
を
理
解
し
て
お
く
た
め
に
、
客
観
的
な
社
会
環
境
を
一
瞥
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

調
査
地
域
の
人
口
の
推
移
(
図
1
)

を
見
る
と
、
大
網
白
里
町
・
長
生
村
の
増
加
、
多
古
町
・
長
柄
町
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
が
、
大
幅

な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
多
古
町
・
長
柄
町
を
例
に

(
図
2
・
3
)
年
代
順
に
み
れ
ば
、
昭
和
三
十
年
代
の
都
市
へ
の
流
入
減
少
、
四
十
年

代
以
降
に
減
少
傾
向
を
脱
し
、
横
ば
い
に
近
い
微
増
減
の
状
況
で
あ
る
。
人
口
動
態
の
面
か
ら
長
柄
町
の
場
合
を
例
(
図
4
)

で
み
る
と
、

自
然
増
加
・
社
会
減
少
と
い
う
変
化
は
、
都
市
へ
の
労
働
人
口
流
出
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
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図1 調査地域人口動態

町村名 昭和45年 昭和55年 

多 古 町 17,367 17,133 

大網白里町 21,939 25,802 

長 柄 町 7,514 7,487 

長 生 村 9,353 10,132 

図2 人口・世帯数の推移(多古町) 各年10月1日現在

区分 
世帯数 

人 口 1世帯当り 1血2当 り 

年次 総 数 男 女 の人口数 の人口密度 

30 3,830 21,578 10,341 11,237 5.6 305.1 

40 3,853 18,339 8,740 9,599 4.8 252.4 

45 3,896 17,367 8,355 9,012 4.5 239.0 

50 4,013 17,141 8,338 8,803 4.3 235.9 

55 4,085 17,133 8,398 8,735 4.2 235.8 

58 4,189 17,336 8,523 8,813 4.1 238.6 

(資料:国勢調査、常住人口調査)

図3 長柄町人口・世帯数の推移

区 分 
人 口 

世帯数 
1世帯 当り人口 計 男 女 

50年 7,809人 3,846人 3,963人 1,750戸 4.5人 

51 7,738 3,840 3,898 1,767 4.4 

52 7,702 3,832 3,870 1,780 4.3 

53 7,739 3,837 3,902 1,798 4.3 

54 7,724 3,849 3,875 1,801 4.3 

55 7,714 3,832 3,882 1,813 4.3 

56 7,724 3,834 3,890 1,825 4.2 

57 7,851 3,911 3,940 1,856 4.2 

58 7,979 3,990 3,989 1,908 4.2 

59 8,086 4,038 4,048 1,951 4.1 

(資料:住民基本台帳)
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産
業
別
人
口
で
は
、
農
家
戸
数
・
農
業
人
口
が
主
体
で
、
こ
の
地
域
の
産
業
構
造
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る

(
図
5
・
6
)
。
多
古
町
の
農

家
人
口
は
六
六
・
八
%
、
長
柄
町
は
五
九
・
六
%
を
占
め
、
農
業
従
事
者
に
よ
る
人
口
が
過
半
数
で
、
典
型
的
な
農
村
地
帯
で
あ
る
こ
と

が
判
明
す
る
。

し
か
し
、
内
容
的
に
は
、
専
業
農
家
よ
り
兼
業
農
家
の
増
加
、
生
活
手
段
を
農
業
以
外
に
主
体
を
お
く
第
二
種
兼
業
農
家
の
激
増
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
、
他
の
地
方
と
軌
を
一
に
す
る
が
、
よ
り
以
上
、
首
都
圏
域
に
位
置
す
る
ゆ
え
の
影
響
は
大

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

首
都
に
隣
接
す
る
千
葉
県
は
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
、
東
京
湾
岸
地
帯
の
工
業
化
政
策
の
推
進
や
首
都
圏
域
の
都
市
化
に
よ
る
流
入
人

口
の
急
増
化
に
拍
車
が
か
か
り
、
四
十
年
代
に
入
っ
て
倍
増
化
す
る
と
い
う
県
北
部
、
東
京
湾
岸
地
域
の
都
市
化
、
成
田
空
港
の
開
港
、

通
勤
圏
の
人
口
増
加
な
ど
、
急
激
な
変
化
が
極
め
て
近
い
距
離
に
及
ん
で
き
て
い
る
。

こ
の
調
査
地
域
は
、
同
心
円
の
首
都
圏
五
〇
血
̃
七
〇
血
の
圏
内
に
あ
り
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
二
次
・
三
次
産
業
、
都
市
化
、
脱

農
業
と
い
っ
た
影
響
は
直
接
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
増
人
口
の
流
入
率
も
低
く
、
人
口
動
態
・
産
業
構
造
の
面
か
ら
も
大
き
な
都
市

化
現
象
は
認
め
ら
れ
な
い
。
依
然
と
し
て
一
次
産
業
、
農
業
経
営
主
体
の
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
若
年
労
働
者
の
農
業
離
れ
、
近
隣
都
市
へ
の
通
勤
者
の
増
加
、
都
市
へ
の
移
住
、
産
業
誘
致
地
域
振
興
策
、
住
宅
上
地
利
用
、

都
市
近
郊
型
農
業
へ
の
移
行
な
ど
、
都
市
化
環
境
へ
と
除
々
に
進
み
つ
つ
あ
り
、
こ
の
地
域
に
も
変
化
の
初
象
が
認
め
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

現
在
、
目
に
入
る
こ
の
地
域
景
観
は
、
緑
豊
か
な
丘
陵
、
畑
地
と
杉
の
造
林
、
そ
の
下
に
広
が
る
低
地
の
田
園
風
景
、
屋
敷
森
を
背
に

し
た
瓦
屋
根
の
重
厚
な
農
家
の
棟
が
点
在
す
る
。
ど
こ
に
も
見
ら
れ
る
豊
か
な
純
農
村
の
た
た
ず
ま
い
は
、
こ
こ
が
首
都
圏
域
に
あ
る
こ

と
す
ら
忘
れ
さ
せ
る
。

寺
院
は
、
こ
う
し
た
集
落
の
比
較
的
景
勝
の
場
所
に
、
集
落
ご
と
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
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図4 人口動態(長柄町) (単位:人)

:∴ 

自 然 動 態 社 会 動 態i 
人口増 

出 生 死 亡 自然増 転 入 転 出 社会増 

49年 105 63 工う 

i 

315 298 17 

i 

59 

50 51 

l14 79 35 234 303 △69 △34 

83 77 6 225 302 △77 △71 

52 85 68 17 224 267 △43 △26 

53 95 59 36 294 293 1 37 

54 101 74 27 248 287 △39 △12 

55 53 77 △24 241 232 9 △15 

56 106 70 36 231 258 △27 9 

図5 農家数及び農家人口(多古町) (単位:戸、人)

l 年 

総農 専 兼 業 農家 農 家 農業・ 兼 業 農業・ 
15歳末 

一十÷)」十I→ /」-ノい- 兼業に 十÷I十I→ /、_-ノい- 兼業に 

家数 業 一種 二種 人 口 
従 事 従 事 従 事 従事し 

満の人 
した人 した人 した人 ない人 

54 2,497 463 1,092 942 11,771 3,573 3,124 869 1,932 2,273 

55 2,478 443 1,025 1,010 11,724 3,472 3,093 1,020 1,938 2,201 

56 2,457 421 735 1,301 11,637 3,376 3,184 1,000 l,929 2,148 

57 2,452 407 678 1,367 ll,598 3,260 3,216 1,036 l,960 2,126 

58 2,443 408 611 1,424 11,561 3,167 3,193 l,114 l,964 2,123 

(資料:農業基本調査・世界農林業センサス)

図6 農家戸数・人口及び農業従事者(長柄町)各年2月1日現在

区 分 
農家戸数 

専業 
兼 業 農 家 人「‾」 

15歳 以下 16歳 以上 農業 従事者 総数 農家率 計 第l種 第2種 計 男 女 

年 戸 

% 68.7 戸 108 

戸 戸 戸 人 人 人 人 ノ 人 

50 1,203 1,095 505 590 5,633 2,727 2,906 1,094 4,539 2,985 

51 1,196 68.0 108 l,088 565 523 5,557 2,711 2,846 l,068 4,489 2,713 

52 1,182 66.4 101 1,081 516 565 5,479 2,684 2.795 l,031 4,448 2,875 

53 1,156 64.3 94 1,062 493 569 5,340 2,621 2,719 986 4,354 2,799 

54 1,130 62.7 94 1,036 351 685 5,241 2,580 2,661 958 4,283 2,769 

55 l,140 62.9 100 1,040 354 686 5,237 2,586 2,651 921 4,316 2,631 

56 l,112 60.9 95 1,O17 187 830 5,117 2,529 2,588 894 4,223 2,688 

57 1,090 58.7 106 984 140 844 5,035 2,499 2,536 867 4,168 2,667 

58 l,076 57.7 98 978 108 870 4,991 2,495 2,496 879 4,112 2,707 

59 1,030 53.7 80 950 94 856 4,822 2,427 2,395 865 3,957 2,611 

(資料:農業基本調査・農業センサス)
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今
回
調
査
し
た
実
態
調
査
内
容
は
、
以
前
と
同
様
で
あ
る
。
す
で
に
調
査
し
て
き
た
山
梨
・
福
井
・
島
根
の
各
県
、
北
海
道
東
部
な
ど
、

一
連
の
過
疎
問
題
と
は
ま
た
異
っ
た
か
た
ち
で
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
下
、
短
期
間
の
調
査
で
は
あ
る
が
、
現
状
を
紹
介
し
っ
つ
、
問
題
の
所
在
の
一
端
を
考
察
し
た
。

一
、
寺
院
と
は

-
無
住
寺
を
考
え
る
I
-

㈲

無
住
寺
の
現
状

A
寺

無
住
寺
の
曲
型

「
堂
庫
裡
寺
」

(
大
網
白
里
町
)

杉
木
立
の
参
道
、
朱
色
の
三
門
を
く
ぐ
る
と
、
比
較
的
新
し
く
建
っ
た
間
口
三
間
と
奥
行
二
間
、
横

長
の
一
見
俗
宅
風
、
八
畳
三
間
で
、
中
央
が
内
陣
、
右
が
客
間
、
左
が
庫
裡
の
間
取
り
で
あ
る
。
こ
れ

を
、
本
堂
と
客
殿
・
庫
裡
を
セ
ッ
ト
に
し
た
一
棟
建
て
と
い
う
こ
と
で
、
「
堂
庫
裡
」

と
よ
ん
で
い
る
。

A
寺
の
ほ
か
、
調
査
地
区
の
無
住
寺
に
数
多
く
見
ら
れ
た
。
古
い
建
物
か
ら
、
新
し
く
再
建
さ
れ
た
も

の
ま
で
、
間
取
り
の
広
狭
の
差
は
あ
れ
、
堂
庫
裡
構
造
で
あ
る
。
住
職
が
居
な
い
寺
の
構
造
と
い
え
よ

う
か
。
無
住
寺
が
、
住
職
常
住
と
な
る
た
め
に
は
、
寺
の
建
物
に
問
題
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
堂
庫
裡
の

無
住
寺
は
、
今
後
も
、
こ
の
状
態
が
続
く
こ
と
を
既
成
化
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。

B
寺

公
民
館
に
な
っ
た
寺

(
大
網
白
里
町
)
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地
元
の
坊
さ
ん
も
知
ら
な
い
寺
、
そ
れ
を
尋
ね
当
て
た
。
地
元
で
、
そ
の
寺
院
名
も
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
村
の
寺
な
ら
、
こ
の
先
の
公

民
館
だ
と
教
え
ら
れ
た
。
三
間
と
六
間
位
あ
ろ
う
か
、
立
派
な
建
物
が
道
路
添
い
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
入
口
の
上
に

「
公
民
館
」

と
扁

額
が
あ
る
の
み
で
、
寺
と
わ
か
る
も
の
は
何
も
な
い
。
裏
に
歴
代
上
人
墓
と
、
丘
の
中
腹
に
檀
家
墓
域
が
あ
っ
た
。
た
し
か
に
寺
で
あ
る
。

隣
り
の
農
家
で
尋
ね
る
と
、
宗
教
活
動
は
、
年
一
回
の
施
餓
鬼
法
要
と
、
毎
月
、
数
人
の
老
人
が
題
目
講
を
営
み
、
御
本
尊
は
押
入
棚
に



摸鎖総

安
置
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
常
、
公
民
館
活
動
の
場
所
に
利

用
さ
れ
、
管
理
は
区
長
(
村
長
)

の
も
と
に
置
か
れ
、
寺
院
の
役
員
の
存
在
、

運
営
と
い
う
こ
と
は
、
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
区
長
す
な
わ
ち
村
の
寺
役
員
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
地
域
寺
院
問
、
檀
信
徒
の
横
の
交
流
も
途
絶

寺
え
た
存
在
と
い
え
よ
う
。

B

C
寺

本
堂

崩
壊
後
小
屋
が

建
っ
た
寺

(
大

網
白
里
町
)

広
々
と
し
た
田
ん
ぼ
を
前
に
、
南
東
を
正
面
に
長
い
参
道
、
名
木
・
大
木

の
緑
に
囲
ま
れ
た
境
内
、
す
ぼ
ら
し
い
の
一
言
に
尽
き
る
。
そ
の
真
ん
中
に
、

間
口
二
間
、
奥
行
一
・
五
問
、
三
坪
の
建
物
が
あ
る
。
中
に
は
、
旧
本
堂
内

陣
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
仏
像
群
・
諸
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
と

い
う
よ
り
、
ば
ら
ば
ら
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
参
拝
す
る
御
堂
で
な
く
、
仏

像
を
納
め
る
物
置
小
屋
と
い
う
べ
き
か
。
そ
の
建
物
に
行
く
問
、
雑
草
が
繁
り
、
境
内
も
手
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
。
C
寺
は
消
失
し
て
収

納
小
屋
だ
け
が
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
景
勝
の
環
境
ゆ
え
、
一
層
、
淋
し
さ
を
加
え
て
い
た
。

D
寺

寺
は
消
滅
し
て
共
同
施
設
が
建
っ
て
い
る

(
多
古
町
)

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
真
新
し
い
純
白
の
モ
ダ
ン
な
建
物
、
入
口
に
「
多
古
町
○
○
共
同
利
用
施
設
」
と
プ
レ
ー
ト
が
付
け
ら
れ
、

「
昭
和
五
十
八
年
六
月
、
こ
の
共
同
利
用
施
設
は
成
田
空
港
騒
音
防
止
法
に
よ
る
成
田
空
港
事
業
団
か
ら
の
補
助
事
業
で
す
」
と
あ
る
。



園丁

潰
れ
て
し
ま
っ
た
D
寺
、
再
建
さ
れ
ず
、
そ
の
跡
地
に
、
成
田
空
港
開
発
に
伴
う
周
辺
地
域
へ
の
保
証

補
助
事
業
が
、
町
に
よ
っ
て
、
漬
滅
し
た
寺
院
跡
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
堂
に
す
り
替
っ
て
公

共
施
設
が
建
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
B
寺
と
同
様
、
伝
統
的
な
宗
教
活
動
施
設
が
、
地
域
の
公
共
活
動
の

場
に
と
っ
て
変
っ
た
。
こ
こ
が
D
寺
で
あ
る
こ
と
は
、
空
地
の
片
隅
に
あ
る
題
目
宝
塔
と
、
柱
に
掛
け

ら
れ
た
つ
り
鐘
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
の
み
で
、
宗
教
法
人
D
寺
は
、
形
の
上
で
は
無
と
な
っ
た
。
D

寺
の
本
尊
は
代
務
を
つ
と
め
る
某
寺
に
移
っ
て
い
る
。

E
寺

堂
宇
滅
失
、
墓
地
の
み
残
る

(
大
網
白
里
町
)

上
総
十
力
寺
の
一
つ
と
よ
ぶ
有
力
寺
院
に
近
く
、
そ
の
末
寺
で
あ
る
E
寺
、
明
治
二
年
房
総
三
国
、

常
陸
を
管
轄
地
と
し
た
富
谷
県
庁
舎
跡
と
伝
え
て
い
る
。
十
五
段
の
石
段
を
昇
る
と
丘
の
中
腹
に
二
百

坪
位
あ
ろ
う
か
、
寺
院
跡
地
が
あ
る
。
左
奥
に
は
、
檀
家
墓
地
が
あ
り
、
新

し
い
立
派
な
新
墓
地
を
見
る
と
、
堂
字
の
無
い
寺
院
と
広
が
っ
て
い
る
墓
域
、

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
光
景
で
は
あ
る
。
建
物
は
無
く
と
も
檀
家
が
増
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
近
日
、
境
内
の
草
刈
、
周
囲
の
竹
や
ぶ
や
立
木

を
伐
採
、
清
掃
し
た
様
子
で
跡
地
が
よ
く
管
理
さ
れ
て
い
た
。
も
と
も
と
、

檀
林
の
寄
宿
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
支
院
で
、
無
住
寺
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

F
寺

竹
や
ぶ
と
な
り
跡
形
な
し

(
多
古
町
)

「
今
、
こ
こ
に
寺
が
あ
る
ん
だ
っ
て
、
本
当
で
す
か
。
そ
れ
は
昔
の
こ
と

89

で
す
よ
。
え
え
/

住
職
さ
ん
が
居
る
ん
だ
っ
て
、
驚
き
ま
し
た
ね
え
。
…
…
寺
の
名
前
、
何
と
言
っ
た
っ
け
。
忘
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た



冒ここ二二

…
…
」
 
。
寺
の
前
の
農
家
の
主
婦
に
、
F
寺
の
様
子
を
尋
ね
る
と
、
こ
ん
な
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。
昭
和

四
十
七
年
、
御
堂
が
潰
れ
、
中
か
ら
白
骨
が
み
つ
か
っ
た
の
で
、
気
味
悪
い
か
ら
、
壊
し
燃
や
し
て
し

ま
い
、
檀
家
は
他
の
寺
へ
移
っ
た
と
い
う
。
寺
院
跡
は
、
竹
や
ぶ
の
繁
り
に
ま
か
せ
、
う
す
暗
く
、
中

に
踏
み
込
む
こ
と
も
で
き
な
い
放
置
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
本
当
に
こ
の
所
に
寺
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
と
思
わ
せ
る
、
何
も
な
い
F
寺
で
あ
る
。

そ
の
他
の
寺
々

G
寺
(
多
古
町
)
は
、
中
古
の
農
協
建
物
を
譲
り
受
け
て
八
十
万
円
で
本
堂
再
建
、
住
職
と
檀
家
と
が

折
半
し
て
費
用
を
出
し
合
っ
た
。

H
寺
(
多
古
町
)
は
、
何
十
年
来
、
戸
板
が
無
く
戸
締
り
し
た
こ
と
が
な
く
、
裏
側
の
屋
根
は
穴
が
あ

き
、
荒
廃
に
ま
か
せ
て
あ
る
。

-
寺
(
長
柄
町
)

は
、
近
年
無
住
化
し
た
寺
で
、
伐
採
し
な
い
樹
木
に
覆
わ
れ
湿
気
で
腐
蝕
を
早
め
、

電
灯
も
切
ら
れ
て
い
る
。

」
寺
(
長
生
村
)
は
、
境
内
と
寺
有
地
二
四
〇
〇
坪
、
本
堂
だ
け
で
庫
裡
が
な
い
。
無
住
寺
で
あ
る
こ

と
を
檀
家
が
望
ん
で
い
る
。

K
寺
(
長
柄
町
)

は
、
本
堂
再
建
と
い
う
よ
り
、
公
民
館
利
用
の
た
め
と
い
っ
て
よ
い
。
境
内
に
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の
遊
具
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

㈲

寺
院
護
持
の
問
題

前
節
で
無
住
寺
の
現
状
を
紹
介
し
た
。
特
に
実
感
し
た
、
顕
著
な
事
例
を
選
び
記
述
し
た
。
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こ
の
現
状
は
、
一
地
区
の
問
題
で
な
く
、
宗
門
の
伝
道
拠
点
で
あ
る
べ
き
寺
院
と
は
何
か
、
住
職
と
檀
家
、
信
仰
の
あ
り
方
に
大
き
な



図7 西部管内(111人)

東部管内(135人)

図8 西部管内(l11人)
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問
題
を
提
起
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
調
査
し
て
き
た
過
疎
地
域
の
無
住
寺
問
題
と
は
、
あ
き
ら
か
に
異
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
収
集
し
た
統
計
を
も
と
に
、
調
査
地
区
の
無
住
寺
の
背
景
、
問
題
の
所
在
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
住
職
寺
と
代
務
寺
(
『
昭
和
五
十
八
年
度
日
蓮
宗
寺
院
名
簿
』
に
依
る
)
、
常
住
寺
と
無
住
寺
の
比
率
を
み
る
と

(
図
7
・
8
)
、
代
務

寺
は
西
部
二
九
%
、
東
部
二
六
%
、
三
̃
四
力
寺
の
内
一
力
寺
が
代
務
寺
で
あ
る
。
さ
ら
に
無
住
寺
(
一
目
二
十
四
時
間
、
教
師
が
寺
に
生
活

し
て
い
な
い
こ
と
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
寺
に
住
み
つ
つ
、
勤
務
し
て
い
る
教
師
は
除
い
て
い
る
)

は
、
東
部
五
三
%
、
西
部
三
九
%
と
な
り
、

代
務
寺
と
そ
し
て
住
職
寺
の
中
に
、
無
住
寺
に
堕
し
て
い
る
寺
院
が
多
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
東
部
は
半
数
以
上
が
、
無
住
寺
の
状
況
で

あ
る
。
西
部
も
地
域
的
に
は
東
部
と
同
様
で
あ
る
が
、
東
京
湾
岸
に
広
が
っ
た
地
区
を
含
む
た
め
に
東
部
よ
り
低
率
に
止
ま
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

全
国
平
均
の
一
〇
・
二
%
か
ら
見
る
と
、
突
出
し
て
無
住
寺
院
が
多
く
、
寺
院
が
正
常
に
護
持
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
と
く
に
、

調
査
地
区
は
、
さ
ら
に
高
い
比
率
を
示
し
、
長
柄
町
を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
六
七
%
に
達
し
、
寺
院
す
な
わ
ち
無
住
寺
の
観
が
あ
る
。

寺
院
の
建
物
の
維
持
・
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
東
部
地
区
八
十
二
力
寺
調
査
資
料
を
も
と
に
、
護
持
費
の
出
し
方
を
見
る
と

(
図
9
)
、
護
持
会
が
二
三
%
、
結
成
率
が
悪
い
。
布
施
収
入
、
そ
の
つ
ど
寄
付
の
割
合
が
高
い
、
言
い
か
え
れ
ば
、
布
施
収
入
に
依
り
な

が
ら
、
高
額
出
費
の
と
き
は
、
檀
家
割
当
制
を
行
う
。
こ
れ
で
は
日
常
の
恒
常
に
護
持
を
進
め
て
ゆ
く
に
は
負
担
が
重
い
。
山
梨
県
早
川

町
の
高
い
護
持
会
結
成
率
と
対
象
的
で
あ
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
建
物
が
維
持
で
き
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
(
図
1
0
)
無
回
答
の
多
い
中
で
、
答
え
を
出
し
て
い
る
う
ち
、
維
持
で

き
る
と
、
維
持
で
き
な
い
と
す
る
も
の
が
同
率
の
二
七
%
、
さ
ら
に
将
来
維
持
で
き
る
と
す
る
も
の
よ
り
、
将
来
維
持
で
き
な
い
と
す
る

も
の
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
現
状
維
持
の
困
難
、
将
来
は
さ
ら
に
困
難
度
が
増
す
答
え
で
あ
る
。

こ
の
数
値
か
ら
、
寺
院
存
続
の
危
機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
が
よ
み
取
れ
る
。
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図9 千葉東部(調査寺院82カ寺)

寺院護持費(建物維持管理費)

(重複あり)

項 目 寺院数 % 

1.護持会から 19 23 

2.布施収入から 18 22 

3.その都度寄付 25 31 

4.その他 6 7 

5.無解答 14 17 

図10 千葉東部(調査寺院82カ寺)

寺院建物維持の問題 (重複あり)

項 目 寺院数 % 

1.維持できる 22 27 

2.維持できない 22 27 

3.将来維持できる 4 5 

4.将来維持できない 7 9 

5.無解答 16 20 

図11千葉東部(調査寺院135カ寺)

檀家数別寺院(解答85、無・不明50)

檀家数 寺院数 % 

0へ10 11 13 

11へ 30 17 

2芸100戸以下83% 31へ 50 20 

51へ100 23 26 

101へ200 6 

三戸戸以上17% 

201へ500 6 

501以上 2 

合 計 85 100% 
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因
み
に
、
当
地
区
寺
院
の
檀
家
数
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
(
図
u
)
五
十
戸
以
下
が
五
七
%
、
過
半
数
の
寺
院
が
占
め
、
百
戸
以
下
の

寺
院
は
、
実
に
八
三
%
に
達
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
寺
院
が
檀
家
数
に
お
い
て
は
小
規
模
で
あ
り
、
寺
院
の
維
持
・
運
営
の
き
び
し
き
、

無
住
寺
に
陥
っ
て
い
る
現
状
は
、
充
分
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
檀
家
数
の
多
寡
を
も
っ
て
寺
院
護
持
の
困
難
を
諭
ず
る
べ
き
で

な
い
。
小
数
で
も
住
職
の
教
化
活
動
に
あ
る
と
す
る
意
見
も
あ
ろ
う
。
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
檀
家
に
よ
り
寺
院
が
維
持
さ
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
数
の
多
少
が
影
響
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
五
十
七
年
十
月
、
現
宗
研
が
行
っ
た
無
住
寺
院
調
査
で
は
、
全
国
に
五
三
八
力
寺
、
約
一
割
の
宗
門
寺
院
が
無
住
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
て
、
伝
道
宗
門
の
拠
点
で
あ
る
寺
院
に
機
能
停
止
、
宗
教
的
不
活
動
状
態
に
あ
る
こ
と
が
、
少
な
か
ら
ず
憂
慮
さ
れ
る
問
題
と
し

て
認
識
さ
れ
た
。

今
回
の
調
査
地
区
は
、
そ
の
も
っ
と
も
さ
び
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
一
地
域
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

無
住
寺
は
、
一
般
に
檀
家
の
管
理
に
よ
り
、
整
備
さ
れ
、
破
損
、
老
朽
し
た
と
こ
ろ
は
修
復
さ
れ
、
盆
の
法
要
や
月
並
の
お
題
目
講
が

行
わ
れ
て
い
る
の
が
、
当
地
区
で
も
一
般
的
で
あ
る
。

一
方
、
前
節
で
紹
介
し
た
事
例
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
放
置
さ
れ
る
と
、
老
朽
化
を
早
め
、
破
損
が
進
み
、
荒
廃
さ
せ
て
し
ま

う
。
倒
壊
に
よ
っ
て
縮
小
さ
れ
て
建
て
替
え
小
屋
に
化
し
た
り
、
朽
ち
た
ま
ま
消
失
し
て
し
ま
っ
た
り
、
他
の
公
共
施
設
が
建
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
寺
院
と
し
て
の
存
在
を
現
実
に
失
っ
て
、
名
称
の
み
日
蓮
宗
寺
院
名
簿
に
載
っ
て
い
る
幻
の
寺
院
が
、
宗
門
と
僧
侶
世
界
に
の

み
生
き
て
い
る
と
い
う
奇
妙
に
し
て
何
と
も
信
じ
難
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
無
住
寺
に
は
三
形
態
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
、
本
来
無
住
寺
で
あ
る
。
寺
院
関
係
で
は
、
本
寺
の
末
寺
(
支
院
)
で
、
本
寺
住
職
が
代
務
住
職
を
続
け
て
い
る
も
の
で
、
も
と
も
と

住
職
は
置
か
な
い
隠
居
寺
的
存
在
、
檀
家
の
側
で
は
、
小
さ
な
村
五
軒
十
軒
の
檀
家
数
で
、
墓
域
に
併
設
さ
れ
御
堂
と
称
す
べ
き
寺
院
で
、

住
職
が
住
ま
な
い
寺
院
で
あ
る
。
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二
、
農
地
解
放
に
よ
っ
て
農
地
を
失
っ
た
寺
院
。
こ
の
形
に
属
す
る
寺
院
は
深
刻
で
あ
る
。
寺
院
の
経
済
基
盤
を
失
い
、
も
と
も
と
、

檀
家
の
力
で
菩
提
寺
を
守
る
と
い
う
意
識
は
、
一
部
の
旧
地
主
層
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
旧
地
主
の
没
落
、
無
力
化
と
共
に
、
一
般
檀

家
の
寄
付
、
護
持
の
念
が
徹
底
さ
れ
ず
、
維
持
困
難
を
招
き
、
建
物
の
荒
廃
と
無
住
寺
を
招
い
て
い
る
例
、
昔
は
何
十
俵
の
米
が
あ
が
っ

た
と
い
う
小
作
米
の
あ
が
り
を
懐
し
む
寺
の
疲
弊
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

三
、
住
職
の
寺
院
放
棄
と
法
縁
関
係
の
ゆ
え
の
無
住
寺
が
あ
る
。
住
職
常
住
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
努
力
に
よ
っ
て
活
動
で
き
る
寺
院

が
、
都
市
へ
教
会
を
持
つ
な
ど
し
て
、
住
職
寺
を
肩
書
を
持
つ
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
的
に
考
え
て
、
護
寺
を
怠
り
、
檀
家
と
接
す
る
機
会
を

持
た
ず
、
徒
ら
に
荒
れ
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
法
縁
関
係
が
住
職
と
し
て
有
能
な
人
材
を
送
り
こ
め
な
い
状
況
を
作
っ
て
い
る
。
無
住
寺
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
、
住
職
や
法

縁
が
手
助
け
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
一
の
問
題
は
代
務
住
職
で
あ
り
無
住
寺
が
今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
、
慣
習
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
無
住
寺

の
存
在
を
、
制
度
的
に
容
認
し
認
証
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
万
、
二
、
農
地
解
放
後
、
経
済
的
に
建
ち
な
お
れ
な
い
疲
弊
し
た
寺

院
、
三
、
宗
門
、
教
師
の
側
の
時
機
と
環
境
に
適
応
し
た
教
化
努
力
の
欠
如
が
課
題
と
思
わ
れ
る
。

東
部
地
区
内
寺
院
の
半
数
以
上
が
、
教
化
の
場
で
あ
る
拠
点
を
放
棄
し
、
無
住
寺
で
存
在
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
お
お
か
た
は
、
不
在
な
が
ら
檀
家
へ
の
教
化
の
糸
を
つ
な
ぎ
と
め
て
は
い
る
も
の
の
、
少
数
の
檀
家
の
寺
院
護
持
組
織

の
弱
体
、
意
識
の
問
題
に
よ
り
現
在
、
将
来
も
維
持
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
す
で
に
護
持
を
放
棄
、
建
物
の
解
体
が
進
み
、
完
全
に
消
失

し
た
も
の
、
代
替
の
公
共
施
設
が
占
有
し
て
事
実
上
、
宗
教
法
人
と
し
て
停
止
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
宗
門
の
書
類
に
の
み
生
き
て
教
勢

の
一
端
を
担
っ
て
い
る
寺
院
で
は
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
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二
、
檀
家
-
檀
権
と
い
う
こ
と

ー

㈲

檀
家
の
認
識
の
問
題

1
、
「
檀
家
ま
か
な
い
」

と
い
っ
て
、
寺
の
維
持
は
檀
家
が
す
る
。
住
職
の
生
活
費
は
自
分
で
稼
ぐ
。

2
、
住
職
と
は
、
寺
に
置
い
て
や
る
も
の
、
食
わ
し
て
や
る
も
の
だ
。

3
、
布
施
を
住
職
に
わ
た
す

(
包
む
)

習
慣
が
な
い
。
盆
の
供
米
だ
け
で
よ
い
。

4
、
棚
経
に
行
く
と
、
今
日
は

(
布
施
)
出
す
の
か
と
き
く
。

5
、
こ
の
寺
で
生
き
ぬ
く
こ
と
は
、
喧
嘩
と
酒
と
口
論
に
強
い
こ
と
、
檀
家
に
負
け
な
い
こ
と
。

6
、
年
回
忌
法
要
、
言
わ
な
い
と
申
込
み
が
な
い
。
催
促
さ
れ
れ
ば
や
る
。

7
、
法
事
の
布
施
、
い
か
に
値
切
る
か
、
安
く
や
っ
た
こ
と
が
、
檀
家
の
自
慢
に
な
る
。

8
、
檀
家
が
寺
を
食
う
。
山
の
木
を
売
り
、
土
地
を
貸
す
。
檀
家
の
寺
へ
の
出
費
を
極
力
お
さ
え
る
。

9
、
年
回
忌
法
要
は
、
題
目
講
で
行
う
。
諸
員
の
つ
け
届
け
、
御
馳
走
に
金
を
か
け
住
職
の
布
施
を
少
な
く
す
る
。
老
人
の
楽
し
み
会

の
一
つ
。

1
 
0
、
お
葬
式
は
坊
主
の
商
売
、
値
切
れ
ば
よ
い
。
寺
ま
か
な
い
人
が
仲
介
す
る
。

n
、
無
住
寺
、
坊
さ
ん
に
来
ら
れ
る
と
困
る
。
面
倒
み
ら
れ
な
い
。

1
 
2
、
お
題
目
講
、
寺
は
場
所
を
貸
す
だ
け
、
自
分
た
ち
で
行
う
。

1
 
3
、
年
回
忌
、
檀
家
の
す
る
こ
と
に
住
職
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
。
題
目
講
の
老
人
と
同
席
、
付
属
は
住
職
も
議
員
も
等
分
、
寺
の
席

料
を
少
し
置
く
。

1
 
4
、
寺
護
持
の
た
め
前
向
き
な
姿
勢
を
と
住
職
に
兼
職
や
出
稼
ぎ
を
す
す
め
る
。
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1
5
、
彼
岸
回
向
回
り
は
檀
家
の
申
し
合
わ
せ
で
何
百
円
の
布
施
、
盆
の
棚
経
は
布
施
な
し
、
寺
へ
供
米
を
届
け
る
習
慣
。

1
6
、
頼
母
子
講
、
寺
は
遊
び
に
く
る
と
こ
ろ
、
暇
つ
ぶ
し
の
と
こ
ろ
、
寺
に
た
か
る
と
こ
ろ
と
心
得
え
る
。

1
7
、
住
職
は
寺
の
檀
那
と
い
う
。
め
ぐ
ん
で
も
ら
っ
て
も
、
寺
に
何
も
出
さ
な
い
し
き
た
り
。

1
8
、
布
施
と
は
、
お
ぼ
し
め
し
、
気
持
を
包
む
、
少
額
で
よ
い
。

1
9
、
本
堂
だ
け
で
庫
裡
は
造
ら
な
い
。
坊
さ
ん
に
入
り
こ
ま
れ
て
は
困
る
。
住
職
は
住
ま
な
く
と
も
よ
い
。

2
0
、
強
い
こ
と
を
い
う
住
職
は
い
ら
ぬ
、
出
て
い
っ
て
く
れ
。
こ
の
寺
は
オ
レ
た
ち
の
も
の
だ
。

2
1
、
住
職
さ
ん
昔
は
住
ん
で
い
た
。
今
も
住
ん
で
い
て
ほ
し
い
。
し
か
し
、
財
政
的
に
難
し
い
。
面
倒
み
き
れ
な
い
。

2
2
、
住
職
さ
ん
は
東
京
で
生
活
し
て
い
る
が
、
本
堂
再
建
の
と
き
半
分
の
費
用
と
奥
さ
ん
が
畳
を
寄
付
し
て
く
れ
た
。
金
を
注
ぎ
こ
ん

で
く
れ
て
有
難
い
。

2
3
、
住
職
は
、
盆
の
法
要
だ
け
に
来
て
、
あ
が
り
も
の
全
部
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
。
寺
の
維
持
・
管
理
は
責
任
を
も
た
な
い
。

2
4
、
お
会
式
の
お
供
え
物
は
、
お
ま
か
な
い
が
と
り
し
き
る
。
住
職
と
お
ま
か
な
い
が
折
半
す
る
。

㈲

「
お
ま
か
な
い
」

の
よ
り
よ
き
発
展

「
お
ま
か
な
い
」

と
い
う
語
は
、
寡
分
で
は
あ
る
が
、
こ
の
地
域
特
有
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。
そ
の
機
能
に
お
い
て
は
、
ど
こ
の
寺
院
に

も
み
ら
れ
る
檀
家
総
代
の
役
割
と
働
き
で
あ
る
。
「
寺
ま
か
な
い
」

「
檀
家
ま
か
な
い
」

と
か
、
敬
称
し
て

「
お
ま
か
な
い
」

と
も
よ
ぶ
。

漢
字
に
は

「
賄
」

と
書
く
と
思
わ
れ
る
が
、
聴
き
書
で
確
認
し
な
か
っ
た
。
『
広
辞
苑
』

に
は
、
①
整
備
す
る
こ
と
、
と
と
の
え
る
こ
と
、

②
食
事
な
ど
を
調
え
て
供
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
人
、
ま
か
な
い
か
た
、
③
世
話
・
給
仕
を
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
人
、
と
あ
る
。

こ
の
意
味
か
ら
解
す
る
と
、
檀
家
の
代
表
で
あ
り
、
先
頭
に
立
っ
て
菩
提
寺
の
維
持
・
管
理
・
運
営
を
掌
握
し
、
住
職
と
そ
の
家
族
の

生
活
も
面
倒
を
み
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
寺
院
の
護
持
、
発
展
を
も
た
ら
し
、
仏
祖
三
宝
給
仕
に
つ
と
め
る
檀
家
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
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「
人
望
の
人
、
檀
家
の
上
下
へ
だ
て
な
く
尊
敬
さ
れ
信
頼
が
お
か
れ
る
人
」
が
就
任
す
る
。
一
村
(
一
集
落
)
一
力
寺
が
、
た
て
前
の
地

域
で
は
、
「
お
ま
か
な
い
」

は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

農
地
解
放
前
、
寺
院
所
有
の
田
畑
・
山
林
が
あ
り
、
そ
の
小
作
料
と
し
て
納
め
ら
れ
た
米
が
、
寺
院
維
持
費
と
住
職
生
活
費
に
充
て
ら

れ
る
の
が
慣
例
で
あ
り
、
そ
の
米
俵
の
数
が
、
寺
院
経
済
の
貧
富
を
左
右
し
て
い
た
。

こ
の
米
の
分
配
権
を
握
り
、
住
職
の
生
活
を
保
証
し
、
寺
院
の
維
持
・
修
理
を
行
う
責
任
を
担
う
の
が
、
「
お
ま
か
な
い
」

で
あ
る
。
普

通
、
米
の
半
分
は
住
職
の
生
活
費
、
半
分
は
寺
の
維
持
費
分
「
お
ま
か
な
い
」
預
り
と
し
て
檀
家
側
が
管
理
す
る
。

住
職
で
あ
る
以
上
、
寺
で
の
生
活
は
一
切
面
倒
を
み
さ
せ
て
も
ら
う
。
そ
の
か
わ
り
、
檀
家
の
葬
儀
・
法
要
な
ど
用
事
が
出
来
た
と
き

は
、
住
職
の
責
任
に
お
い
て
勤
め
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
寺
檀
関
係
が
、
「
お
ま
か
な
い
」
を
核
と
し
て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

言
い
か
え
れ
ば
、
寺
院
経
済
は
、
檀
家
代
表
「
お
ま
か
な
い
」

の
管
理
下
に
あ
る
。

と
く
に
、
農
地
解
放
以
前
は
、
地
主
層
と
小
作
人
の
上
下
関
係
は
厳
然
と
し
て
あ
り
、
「
お
ま
か
な
い
」
は
、
勿
論
、
檀
家
の
地
主
層
を

代
表
す
る
者
で
あ
り
、
小
作
人
檀
家
に
と
っ
て
は
利
害
が
相
反
す
る
立
場
で
あ
る
。

寺
院
の
護
持
協
力
、
特
別
の
事
業
出
費
な
ど
の
寄
付
は
、
専
ら
地
主
層
の
檀
家
お
よ
び
商
家
や
漁
師
の
非
檀
家
篤
信
に
依
る
も
の
で
、

小
作
人
檀
家
は
、
寄
付
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
生
活
の
き
び
し
き
故
に
、
む
し
ろ
、
寺
へ
生
活
の
援
助
を
請
わ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
菩
提
寺
の
住
職
は
、
「
寺
の
檀
那
」
 
、
施
し
を
し
て
く
れ
る
住
職
、
地
主
層
に
位
置
す
る
立
場
で
も
あ
っ
た
。

戦
前
の
経
済
恐
慌
下
で
、
凶
作
の
年
は
、
赤
貧
の
ど
ん
底
生
活
に
あ
え
ぎ
、
娘
の
身
売
り
詰
ま
で
あ
っ
た
。
小
作
米
や
供
米
も
納
め
ら

れ
ず
、
お
盆
棚
経
の
布
施
に
、
ゴ
ボ
ウ
や
キ
ュ
ウ
リ
の
輪
切
が
紙
に
包
ん
で
置
い
て
あ
っ
た
と
も
聞
い
た
。

寺
院
は
、
米
が
あ
り
、
生
活
と
維
持
に
困
る
こ
と
な
く
、
布
施
寄
付
は
地
主
檀
家
が
賄
い
、
小
作
人
檀
家
は
、
法
要
儀
式
に
参
加
、
信

仰
に
は
げ
み
こ
そ
す
れ
、
寺
院
の
護
持
、
維
持
の
た
め
の
布
施
や
寄
付
に
は
あ
づ
か
り
知
ら
ぬ
、
そ
の
習
慣
が
無
い
に
等
し
い
状
況
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
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ま
た
、
寺
院
問
に
も
本
寺
と
末
寺
の
上
下
関
係
が
、
そ
の
ま
ま
、
檀
家
層
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
本
寺
の
檀
家
に
な
れ
る
者
は
地
主
層

で
あ
り
、
本
寺
と
の
つ
き
合
い
が
で
き
る
経
済
的
力
が
求
め
ら
れ
た
。
い
き
お
い
、
末
寺
は
納
め
ら
れ
る
米
も
、
檀
家
も
少
な
く
、
小
作

人
檀
家
が
多
か
っ
た
の
で
、
本
寺
と
の
格
差
に
へ
だ
た
り
が
あ
っ
た
。

戦
後
、
農
地
解
放
令
の
施
行
は
、
当
地
区
の
寺
院
経
済
を
根
底
か
ら
覆
し
て
し
ま
っ
た
。
寺
有
の
田
畑
・
山
林
の
解
放
は
、
寺
院
経
済

の
依
っ
て
た
つ
所
を
無
く
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
寺
院
を
護
持
運
営
す
る

「
お
ま
か
な
い
」

を
中
心
と
す
る
地
主
層
が
農
地
解
放

に
よ
る
没
落
、
有
力
な
護
持
者
を
失
っ
た
こ
と
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
が
、
寺
院
存
続
の
危
機
的
状
況
を
生
み
出
し
た
。

加
え
て
、
悔
ま
れ
る
こ
と
は
、
旧
小
作
人
檀
家
の
意
識
、
寺
は
オ
レ
た
ち
に
恵
ん
で
く
れ
て
も
、
こ
ち
ら
が
布
施
す
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う

「
寺
の
檀
那
」
観
か
ら
脱
却
せ
ず
、
相
変
ら
ず
、
疲
弊
す
る
寺
院
に
対
し
て
菩
提
寺
を
護
持
す
る
意
識
が
稀
薄
で
あ
っ
た
。

旧
地
主
と
旧
小
作
人
と
は
、
農
地
解
放
後
も
、
依
然
と
し
て
人
間
関
係
、
地
域
習
慣
の
中
に
残
津
と
し
て
あ
り
、
そ
う
し
た
旧
習
に
と

ら
わ
れ
な
が
ら
、
旧
地
主
層
の
寺
院
護
持
「
お
ま
か
な
い
」

の
機
能
は
、
働
き
つ
つ
も
、
経
済
的
基
盤
の
な
い
寺
院
の
衰
退
は
あ
さ
ら
か

で
あ
る
。

旧
地
主
の
低
落
と
旧
小
作
人
の
自
営
営
農
、
い
わ
ば
、
社
会
的
、
経
済
的
に
平
等
の
檀
家
と
な
っ
た
時
点
で
の
共
同
し
て
寺
院
護
持
に

つ
と
め
る
意
識
の
変
革
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
状
態
が
、
戦
後
の
四
十
年
を
経
た
現
時
点
で
も
、
悪
弊
を
引
き
づ

り
な
が
ら
来
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

農
地
解
放
を
契
機
に
、
寺
院
経
済
の
破
綻
、
建
物
の
破
損
も
修
復
で
き
ず
、
住
職
の
生
活
も
お
び
や
か
さ
れ
、
「
お
ま
か
な
い
」
に
よ
る

分
配
す
る
糧
も
な
く
、
建
物
の
老
朽
化
、
住
職
不
在
、
無
住
寺
へ
と
た
ど
る
過
程
は
、
檀
家
の
信
仰
に
基
づ
い
て
菩
提
寺
を
守
っ
て
ゆ
く

寺
檀
の
協
力
、
と
く
に
住
職
の
教
化
指
導
が
徹
底
せ
ず
、
未
曽
有
の
敗
戦
と
い
う
精
神
的
混
乱
の
中
で
無
理
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

気
が
つ
い
た
と
き
は
、
そ
の
時
期
を
失
っ
て
い
た
。

今
日
、
用
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
悪
弊
が
、
ま
す
ま
す
寺
院
を
疲
弊
さ
せ
る
方
向
に
向
わ
し
め
て
き
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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よ
り
よ
き
寺
院
護
持
を
め
ざ
す
「
お
ま
か
な
い
」

が
、
檀
家
の
経
済
の
実
権
を
握
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
り
、
旧
小
作
人
の
布
施
し
な

い
意
識
が
根
強
く
残
存
し
て
い
た
り
、
住
職
不
在
を
幸
い
に
無
住
寺
を
檀
家
や
村
(
一
集
落
)
の
集
団
私
物
化
す
る
傾
向
、
信
仰
上
よ
り
村

活
動
の
場
へ
転
用
、
寺
院
の
檀
家
管
理
か
ら
村
管
理
へ
移
行
、
葬
儀
・
法
要
の
み
住
職
依
頼
、
寺
の
運
営
管
理
権
を
檀
家
が
行
使
す
る
な

ど
、
本
来
の
寺
院
活
動
を
逸
脱
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
寺
院
を
持
続
さ
せ
、
布
教
・
行
学
・
儀
式
を
営
む
上
、
大
き
な
障
害
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

冒
頭
の

「
お
ま
か
な
い
」

は
、
寺
院
が
宗
教
活
動
を
行
う
場
、
本
尊
を
安
置
し
て
礼
拝
と
儀
式
を
行
い
、
布
教
と
修
行
の
道
場
と
し
て
、

よ
り
よ
く
活
用
で
き
る
よ
う
こ
れ
を
保
証
し
、
檀
家
を
進
め
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
役
割
で
あ
る
。
旧
弊
を
捨
て
、
復
興
と

新
し
い
寺
づ
く
り
に
、
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

三
、
住
職
-
教
化
の
あ
り
方
-

㈲

教
化
の
実
状

1
、
住
職
専
門
で
こ
こ
に
居
れ
ま
せ
ん
。
檀
家
だ
け
で
は
食
っ
て
ゆ
け
な
い
。
役
所
へ
勤
め
て
い
ま
す
。

2
、
こ
こ
で
食
っ
て
い
こ
う
と
す
る
に
は
、
た
た
く
こ
と

(
修
法
祈
稿
)
、
信
者
を
つ
く
ら
ね
ば
だ
め
だ
。

3
、
檀
家
相
手
で
は
だ
め
、
東
京
の
信
者
回
り
で
生
活
し
て
い
る
。

4
、
住
職
だ
け
れ
ど
、
布
教
活
動
は
東
京
、
東
京
に
教
会
を
持
っ
て
、
住
職
寺
へ
は
、
盆
の
と
き
と
葬
儀
の
と
き
だ
け
帰
る
。

5
、
寺
族
を
寺
に
残
し
、
住
職
だ
け
東
京
・
県
内
外
で
法
務
を
手
伝
う
。
生
活
の
た
め
に
不
在
も
し
か
た
な
い
。

6
、
土
地
で
布
教
し
よ
う
も
の
な
ら
、
檀
家
の
取
り
合
い
に
な
る
。
だ
か
ら
、
他
所
へ
出
掛
け
る
。

7
、
こ
こ
で
坊
主
を
通
す
に
は
、
自
分
の
寺
だ
け
で
は
食
っ
て
ゆ
け
な
い
。
近
所
の
無
住
寺
の
檀
家
も
面
倒
み
て
い
る
。
み
ん
な
住
職

常
住
し
た
ら
共
倒
れ
だ
。
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8
、
檀
家
へ
の
教
化
は
放
棄
、
あ
き
ら
め
、
期
待
な
し
、
し
か
し
少
し
つ
つ
良
く
な
っ
て
き
た
。

9
、
寺
の
こ
ど
も
は
、
よ
そ
者
、
坊
主
坊
主
と
い
じ
め
ら
れ
た
か
ら
、
け
っ
し
て
跡
継
ぎ
に
な
ろ
う
と
し
な
い
。

1
 
0
、
老
後
を
安
穏
に
と
、
や
っ
と
住
職
権
取
得
し
て
住
ん
だ
直
後
、
住
職
遷
化
、
夫
人
居
残
っ
て
法
務
を
つ
と
め
て
い
る
。

n
、
新
墓
地
を
設
け
墓
地
永
代
使
用
の
新
檀
家
は
、
東
京
・
埼
玉
・
群
馬
方
面
、
地
元
対
象
の
新
檀
家
は
居
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
つ

く
れ
な
い
。

1
 
2
、
新
興
宗
教
に
入
っ
た
檀
家
は
、
菩
提
寺
を
大
切
に
す
る
。
だ
か
ら
止
め
ろ
と
い
え
な
い
。

1
 
3
、
東
京
に
住
ん
で
、
名
義
だ
け
の
住
職
が
多
す
ぎ
る
。
だ
か
ら
、
寺
が
荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

1
 
4
、
東
京
の
坊
さ
ん
が
い
け
な
い
。
名
義
あ
さ
り
だ
け
で
、
寺
の
維
持
を
考
え
な
い
。
だ
か
ら
檀
家
の
信
頼
が
な
い
。

1
 
5

先
住
が
亡
く
な
り
、
頼
る
人
も
無
い
の
で
、
庫
裡
に
住
ま
わ
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
生
活
費
は
年
金
で
す
。

一

1
 
6
、
こ
の
辺
は
、
も
と
も
と
檀
林
の
寄
宿
舎
、
支
院
で
、
谷
戸
の
集
落
ご
と
に
建
つ
御
堂
だ
。
一
般
の
寺
院
と
は
違
う
。
住
職
が
住
む

皿

と
い
う
寺
で
は
な
い
。
無
住
寺
が
当
然
で
あ
る
。

-

1
 
7
、
お
百
姓
さ
ん
も
農
耕
機
を
使
い
本
業
並
み
、
夫
人
も
会
社
勤
め
、
地
域
内
無
住
寺
の
法
要
と
他
派
の
無
住
寺
の
法
務
も
つ
と
め
、

兼
業
・
兼
職
の
無
住
寺
群
の
中
の
常
住
住
職
も
い
る
。

1
 
8
、
住
職
常
住
で
き
る
無
住
寺
が
あ
る
。
若
い
有
能
な
人
材
が
住
職
を
希
望
し
て
も
、
法
縁
が
違
う
た
め
に
入
れ
な
い
で
荒
廃
に
ま
か

せ
て
い
る
。

1
 
9
、
実
体
の
な
い
寺
、
ペ
ー
パ
ー
住
職
権
が
、
社
会
的
地
位
、
肩
書
に
利
用
さ
れ
、
宗
門
の
権
利
行
使
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

2
 
0
、
こ
の
地
で
住
職
す
る
こ
と
を
香
取
地
獄
と
い
う
檀
家
教
化
の
も
っ
と
も
難
し
く
苦
労
の
多
い
と
こ
ろ
だ
。

㈲

教
化
活
動
の
問
題
点

当
地
区
の
教
化
活
動
の
伝
統
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
歴
史
的
に
法
華
流
布
の
モ
デ
ル
地
区
と
よ
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ



し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
章
で
考
察
し
た
現
状
は
、
全
国
で
も
っ
と
も
多
い
寺
院
が
、
も
っ
と
も
多
く
無
住
寺
に
陥
っ
て
い
る
状
況
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
原
因
を
さ
ぐ
る
過
程
で
、
指
導
者
で
あ
る
住
職
教
師
、
ま
さ
し
く
教
化
者
側
の
責
任
に
お
い
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
が
内
在
し
て
い
る
。

当
地
は
、
七
里
法
華
と
い
う
法
華
悉
皆
地
域
を
形
成
し
た
。
し
か
し
、
踏
査
の
あ
ち
こ
ち
で
、
「
イ
ヤ
イ
ヤ
法
華
」
「
真
言
法
華
」
な
る

語
を
聞
い
た
。
真
に
法
華
へ
の
帰
依
改
宗
で
は
な
く
、
為
政
者
の
強
権
に
よ
る
こ
と
、
旧
宗
旨
へ
の
あ
こ
が
れ
に
似
た
も
の
が
、
現
在
で

も
語
り
継
が
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
檀
林
が
開
か
れ
た
時
代
、
全
国
か
ら
負
笈
し
た
僧
の
中
か
ら
、
当
地
に
還
俗
、
土
着
し
た
者
が
先
祖

に
な
っ
て
い
る
農
家
も
多
い
と
聞
い
た
。
こ
う
し
た
強
制
さ
れ
た
信
仰
へ
の
反
発
、
僧
侶
の
非
行
・
堕
落
と
、
親
族
・
身
内
に
持
つ
親
近

感
、
こ
れ
が
住
職
へ
の
親
し
み
と
共
に
、
一
方
で
は
、
さ
び
し
さ
を
要
求
す
る

「
坊
主
馴
れ
、
坊
主
ず
れ
」

し
た
檀
家
の
目
が
、
伝
統
と

し
て
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
一
た
び
住
職
不
信
が
顕
在
す
る
と
、
「
香
取
地
獄
」
と
称
さ
れ
る
住
職
泣
か
せ
の
寺
檀
関
係
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
「
喧
嘩
・
酒
・
口
論
に
強
い
こ
と
」

が
住
職
の
要
件
と
は
、
ま
さ
し
く
檀
家
に
ど
こ
か
ら
攻
撃
さ
れ
て
も
、
す
さ
を
見
せ

な
い
僧
侶
像
が
尊
敬
と
信
頼
を
か
ち
取
る
さ
び
し
さ
が
、
こ
の
地
域
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

農
地
解
放
は
、
寺
院
経
済
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
し
た
。
檀
家
数
が
少
な
く
と
も
、
基
本
財
産
か
ら
入
る
収
入
に
支
え
ら
れ
、
格
別
な

布
教
を
行
わ
な
く
と
も
、
「
寺
の
檀
那
」

と
し
て
住
職
の
座
は
保
証
さ
れ
た
。

農
地
解
放
後
、
自
営
農
業
は
、
単
作
農
業
か
ら
現
金
収
入
の
疏
菜
・
い
ち
ご
・
落
花
生
な
ど
、
高
収
入
の
集
約
的
近
郊
農
業
に
転
換
、

農
閑
期
の
手
間
稼
ぎ
、
土
地
売
買
な
ど
の
収
入
に
支
え
ら
れ
、
檀
家
は
豊
か
に
な
っ
た
。
反
面
、
農
地
解
放
の
打
撃
か
ら
立
ち
直
る
機
会

な
く
、
寺
は
貧
困
に
な
り
、
寺
樫
は
逆
転
し
た
。
俗
に
い
う
食
え
る
寺
(
大
寺
)

は
住
職
常
住
で
き
た
。
食
え
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
荒
れ
な

い
。
食
え
な
い
寺
(
小
寺
)

ゆ
え
に
、
こ
こ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
と
い
え
な
く
も
な
い
。

こ
う
し
た
寺
院
の
貧
困
が
、
無
住
寺
を
多
く
し
て
い
る
現
状
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
し
か
し
、
後
継
者
に
つ
い
て
は
ど
う
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で
あ
ろ
う
。

図
1
2
を
み
る
と
、
後
継
者
あ
り
と
す
る
も
の
三
四
%
(
全
国
平
均
六
四
%
)
、
調
査
八
十
二
力
寺
中
、
二
十
八
力
寺
に
す
ぎ
な
い
。
大
部
分

の
寺
院
が
後
継
住
職
者
へ
の
不
安
を
持
っ
て
い
る
。
貧
困
寺
ゆ
え
に
、
坊
主
の
子
、
よ
そ
者
と
蔑
視
さ
れ
る
地
域
性
や
、
住
職
で
あ
り
つ

つ
、
寺
で
は
生
活
し
な
い
た
め
、
子
弟
を
育
て
る
僧
風
の
環
境
、
出
家
の
自
覚
を
促
す
土
壌
が
な
い
こ
と
、
教
化
の
き
び
し
き
、
檀
権
の

問
題
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

無
住
寺
は
、
他
所
か
ら
実
践
の
伴
っ
た
教
師
の
注
入
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

無
住
寺
は
、
さ
き
の
食
え
な
い
寺
ゆ
え
ば
か
り
で
は
な
い
。
住
職
教
師
の
エ
ゴ
に
由
来
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
無
住
寺
が
、
荒
行

堂
入
行
の
た
め
、
住
職
権
取
得
の
た
め
、
教
師
で
あ
る
以
上
、
被
住
職
よ
り
住
職
資
格
を
取
っ
て
お
き
た
い
た
め
、
い
づ
れ
大
寺
の
親
を

継
ぐ
ま
で
の
間
、
名
義
だ
け
小
寺
住
職
に
な
っ
て
お
く
た
め
、
東
京
で
教
会
担
任
し
て
い
る
が
ど
こ
か
の
寺
院
住
職
の
肩
書
を
持
っ
て
い

た
い
た
め
、
等
々
理
由
と
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
無
住
寺
は
こ
の
よ
う
な
要
求
に
応
え
る
住
職
名
義
貸
し
寺
院
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
結
果
、
実
体
の
な
い
寺
、
廃
寺
同
然
で
も
い
い
の
で
あ
る
。
宗
教
法
人
と
し
て
住
職
資
格
が
有
効
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
資
格
名

義
に
拘
泥
し
て
、
寺
院
の
維
持
・
復
興
に
熱
意
な
く
、
檀
家
へ
の
教
化
は
行
わ
ず
、
法
務
も
他
の
地
元
教
師
へ
任
せ
る
、
と
い
っ
た
こ
と

が
、
寺
院
衰
退
を
招
き
、
「
東
京
の
坊
主
が
寺
を
荒
ら
す
」

と
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
教
化
面
で
は
、
檀
家
教
化
を
あ
き
ら
め
て
、
他
の
信
者
に
の
み
教
化
活
動
し
て
い
る
住
職
や
、
日
常
の
寺
院
の
維
持
は
檀
家
、

盆
会
だ
け
き
て
供
え
ら
れ
た
布
施
は
全
額
持
ち
帰
っ
て
し
ま
う
住
職
、
夏
休
み
寺
族
の
休
暇
に
だ
け
利
用
す
る
住
職
と
い
っ
た
行
為
が
、

檀
家
へ
の
不
信
感
を
招
い
て
い
る
例
も
あ
る
。

食
え
な
い
寺
に
い
る
よ
り
、
寺
を
出
て
都
市
に
布
教
す
る
、
い
わ
ば
出
稼
ぎ
教
師
も
少
な
く
な
い
。
東
京
が
最
も
多
く
、
県
内
お
よ
び

埼
玉
・
神
奈
川
と
い
っ
た
都
市
圏
に
教
会
・
結
社
を
設
立
し
て
い
る
住
職
が
多
い
。
当
然
、
住
職
寺
は
無
住
化
、
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
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図12 千葉東部(調査寺院82カ寺)

住職後継者

項 目 寺院数 % 

l.後継者有 28 34 

2.後継者無 40 49 

3.無解答 14 17 

計 82 100 

千葉東部(調査寺院82カ寺)

寺族の生活状況 (重複あり)

項 目 寺院数 % 

1.檀信徒布施 31 38 

2.その他による 44 54 

3・無解答
i 

2l 

i26 

千葉東部(調査寺院82カ寺)

檀家の増減

項 目 寺院数 % 

l.増 加 6 8 

2.減 少 l l 

3.増減なし 1 1 

4.無解答 74 

I90 

千葉東部(調査寺院82力寺)

住職の活動 (重複解答)

項 目 寺院 数 % 

1.自坊の法務 i35 43 

2.自坊以外の法務 25 31 

3.兼 職 14 17 

4.その他 3 4 

5.無解答 11 14 

千葉東部(調査寺院82カ寺)

寺院年間宗教活動 (重複解答)

項 目 寺院 数 % 

1,盆 会 32 39 

2.彼岸会 20 24 

3二 お会式 29 35 

4.宗門聖日 7 8 

5.守護神祭 6 7 

6.題目講 17 21 

7.信行会 10 12 

8.無解答 48 59 
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一
方
、
少
数
檀
家
な
が
ら
、
常
住
し
て
い
る
住
職
は
、
三
乃
至
四
力
寺
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
十
力
寺
位
法
務
を
担
当
し
て
い
る
。
常
住

住
職
の
兼
務
志
向
で
あ
る
。
兼
務
で
き
る
が
ゆ
え
に
常
住
を
可
能
に
し
て
い
る
。
盆
会
に
は
、
時
間
割
で
寺
を
回
り
施
餓
鬼
法
要
を
営
む

話
を
聞
い
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
無
住
寺
は
、
そ
の
創
立
の
縁
起
、
旧
本
末
関
係
な
ど
、
い
ず
れ
か
の
法
縁
(
脈
)
に
属
し
、
そ
の
系
列
下
に
あ
る
。
法

縁
内
に
人
材
が
無
い
場
合
、
い
た
ず
ら
に
無
住
寺
化
し
て
放
置
さ
れ
る
法
縁
の
閉
鎖
性
も
見
逃
せ
な
い
問
題
で
あ
る
。
無
住
寺
を
法
縁
の

鎖
か
ら
解
き
開
放
し
た
な
ら
、
有
能
な
人
材
が
ど
れ
ほ
ど
か
復
興
さ
せ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
師
僧
替
え
を
強
い
た
り
、
身
柄
を

あ
ず
け
る
な
ど
、
利
権
が
ら
み
が
円
滑
な
住
職
就
任
を
阻
害
し
て
い
る
。

以
上
、
住
職
教
師
側
の
問
題
点
と
し
て
、
農
地
解
放
に
よ
る
貧
困
化
が
原
因
と
し
つ
つ
も
、
後
継
者
難
問
題
、
名
義
貸
し
、
出
稼
ぎ
、

教
化
の
反
省
、
兼
務
問
題
、
法
縁
問
題
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
。

無
住
寺
の
問
題
は
、
さ
び
し
く
、
複
雑
に
多
く
の
こ
と
が
ら
を
包
み
な
が
ら
現
状
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
、
住
職
教
師
は
、
そ
れ
を
認

め
な
が
ら
放
置
し
、
時
の
流
れ
に
任
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま

と

め

千
葉
県
東
部
お
よ
び
西
部
地
方
の
寺
院
を
調
査
し
、
そ
の
現
状
と
問
題
点
を
、
寺
院
の
無
住
寺
を
中
心
に
、
そ
の
檀
家
と
住
職
に
つ
い

て
述
べ
て
き
た
。

当
調
査
地
区
は
、
宗
門
史
上
に
残
る
教
化
地
域
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
部
的
に
、
そ
の
単
的
な
現
象
と
し
て
の
無
住
寺
の
問

題
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
深
刻
な
寺
院
問
題
を
生
ん
で
い
た
こ
と
は
考
察
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
つ
て
踏
査
し
た
無
住
寺
問
題
地
区
は
、
人
口
流
出
に
よ
る
農
村
過
疎
地
域
で
あ
っ
た
。
当
地
区
は
、
純
農
村
で
あ
り
な
が

ら
、
過
疎
問
題
は
な
く
都
心
に
近
い
近
郊
農
業
型
の
比
較
的
豊
か
な
農
家
を
檀
家
と
す
る
地
区
で
あ
る
。
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過
疎
地
区
の
人
口
流
出
、
檀
家
減
少
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
農
地
解
放
に
よ
る
経
済
基
盤
を
失
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
の
寺
院
護
持
に
適

切
な
対
処
を
怠
り
、
檀
家
指
導
、
信
仰
に
も
と
づ
く
菩
提
寺
護
持
へ
の
意
識
変
革
が
遂
行
で
き
ず
、
戦
後
四
十
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
結

果
、
住
職
寺
や
代
務
寺
の
中
か
ら
、
無
住
寺
が
全
体
の
過
半
数
に
達
し
、
寺
院
の
荒
廃
が
進
み
、
建
物
が
消
失
す
る
に
至
っ
た
。
寺
院
跡

地
が
村
の
公
共
施
設
に
転
用
す
る
動
き
が
み
ら
れ
、
無
住
寺
問
題
は
実
体
と
し
て
寺
院
存
続
問
題
に
発
展
し
て
き
て
い
る
。
檀
家
の
い
わ

ゆ
る
檀
権
問
題
、
住
職
教
師
の
エ
ゴ
が
、
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

無
住
寺
問
題
は
、
今
が
ど
ん
底
、
こ
れ
か
ら
良
く
な
っ
て
ゆ
く
と
、
指
摘
す
る
人
が
多
い
。
長
い
間
因
習
に
と
ら
わ
れ
て
き
た
人
の
時

代
は
終
り
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
世
代
で
あ
る
。
教
育
水
準
が
高
く
な
り
、
視
野
の
広
い
社
会
性
を
持
っ
た
見
識
と
、
教
師
の
努
力
に
耳
を

か
た
む
け
、
相
談
に
乗
り
、
教
師
・
寺
に
対
す
る
認
識
が
変
っ
て
き
た
。
経
済
的
に
も
豊
か
に
な
り
、
寺
院
を
護
持
す
る
気
特
が
徐
々
に

培
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
住
職
教
師
は
、
檀
家
数
が
少
な
く
と
も
、
他
で
稼
い
で
も
、
寺
を
復
興
さ
せ
、
寺
族
を
養
っ
て
ゆ
く
気
概
を
持
つ
こ

と
、
地
道
な
努
力
を
辛
抱
強
く
続
け
な
が
ら
、
檀
家
と
の
信
頼
関
係
を
回
復
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
望
ま
れ
る
。

当
地
区
の
常
住
住
職
の
中
に
、
す
で
に
実
践
し
、
こ
う
し
た
地
域
的
マ
イ
ナ
ス
面
を
打
破
し
て
、
強
力
な
指
導
力
を
発
揮
し
て
い
る
教

師
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
程
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
住
職
の
常
住
を
め
ざ
し
、
日
常
に
信
仰
指
導
を
示
し
、
指
導
力
を
確
立
す
る
こ
と
、
寺
院
の
経
済
的
自
立
を
確
固
と
す

る
こ
と
、
檀
家
と
の
信
頼
関
係
を
強
く
し
、
悪
因
習
の
払
拭
、
改
革
へ
長
期
展
望
に
当
っ
て
の
地
道
な
努
力
、
都
市
化
に
対
応
し
た
寺
と

檀
家
関
係
を
築
き
、
新
し
い
寺
づ
く
り
を
模
索
す
る
時
期
が
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
一
地
域
の
寺
院
問
題
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
社
会
の
変
貌
に
適
応
で
き
ず
に
き
た
非
常
に
大
き
な
問
題
に

教
団
は
直
面
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
団
と
は
、
「
仏
教
と
行
者
と
檀
那
と
三
事
相
応
し
て
一
事
を
成
ぜ
ん
」

(
『
問
詰
得
意
抄
』
)
釈
尊
・
法
華
経
の
教
え
を
説
き
、
教
化
に
取

り
組
む
僧
と
、
受
持
と
外
護
に
努
め
る
檀
信
徒
の
三
者
が
結
合
し
た
異
体
同
心
の
信
仰
協
同
体
で
あ
る
。
そ
の
信
仰
及
び
儀
式
・
布
教
の
宗
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教
的
・
社
会
的
機
能
を
担
い
進
め
る
場
が
寺
院
で
あ
り
、
「
日
蓮
一
門
」

の
信
仰
拠
点
で
あ
る
。

こ
の
意
味
か
ら
農
村
寺
院
問
題
は
、
都
市
寺
院
問
題
を
も
含
め
て
教
団
全
体
の
問
題
で
あ
る
。
わ
が
住
職
寺
を
護
持
す
る
こ
と
が
教
団

全
体
に
連
な
り
、
一
寺
院
の
問
題
は
、
教
団
全
体
の
問
題
と
し
て
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
農
村
寺
院
と
都
市
寺
院
が
相
互

に
補
い
合
い
、
協
同
・
連
帯
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
今
日
、
教
団
の
遭
遇
し
て
い
る
社
会
的
困
難
な
問
題
に
つ
い
て
、
檀

信
徒
教
化
の
中
で
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
教
団
と
は
、
日
蓮
聖
人
の
示
さ
れ
た

「
日
蓮
一
門
」
意
識
を
真
に
持

ち
う
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
僧
俗
に
わ
た
り
普
遍
・
徹
底
さ
せ
、
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
教
団
的
、
信
仰
的
課

題
を
ぬ
き
に
し
て
は
解
決
さ
れ
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

追

記

二
カ
年
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
っ
た
千
葉
県
の
寺
院
実
態
調
査
に
、
地
元
寺
院
住
職
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

五
十
八
年
度
、
西
部
管
区
調
査
に
は
、
高
津
勝
弘
師
(
長
生
村
大
法
寺
住
職
)
の
説
明
と
案
内
、
岩
崎
静
道
師
(
長
柄
町
大
正
寺
住
職
)
の

現
地
説
明
を
い
た
だ
い
た
。
五
十
九
年
度
は
、
東
部
管
区
が
宗
務
所
事
業
の
一
環
と
し
て
協
力
体
制
を
整
え
て
、
山
田
勝
義
宗
務
所
長
(
東

金
市
妙
宣
寺
住
職
)

の
も
と
、
養
安
寺
檀
林
調
査
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
。
宗
務
所
か
ら
訪
問
寺
院
へ
の
事
前
の
連
絡
を
と
っ
て
く
れ
た
。

調
査
当
日
、
各
寺
院
へ
の
案
内
は
、
水
嶋
本
雄
師
(
千
葉
市
西
谷
寺
住
職
)
・
飯
塚
通
允
師

(
山
武
町
長
光
寺
住
職
)
・
豊
田
正
通
師
(
大
網
白

里
町
東
光
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
)
・
加
藤
玄
晃
師
(
芝
山
町
徳
蔵
寺
住
職
)
・
風
間
教
雄
師
(
多
古
町
妙
遅
寺
内
)
・
山
田
孝
行
師
(
妙
宣
寺
修
徒
)

な
ど
が
担
当
し
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
、
現
地
調
査
後
、
未
調
査
寺
院
対
象
に
調
査
票
を
配
布
、
解
答
を
求
め
た
。
こ
れ
は
現
宗
研
蓮
見
高

純
研
究
員
(
印
旛
郡
八
街
町
実
相
院
修
徒
)

が
担
当
し
た
。
調
査
に
当
っ
て
、
各
寺
院
が
快
よ
く
調
査
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
こ
と
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
。

現
宗
研
か
ら
は
、
五
十
八
年
度
調
査
に
久
住
謙
是
調
査
主
任
・
望
月
兼
雄
所
員
・
常
岡
裕
道
研
究
員
が
参
加
、
五
十
九
年
度
調
査
に
は
、

久
住
謙
是
主
任
、
高
橋
謙
祐
所
員
、
蓮
見
高
純
・
渡
辺
公
容
・
大
島
啓
横
の
各
研
究
員
と
日
蓮
宗
新
聞
社
編
集
部
蒲
田
良
静
記
者
が
参
加
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し
た
。
と
く
に
蓮
見
研
究
員
は
調
査
地
に
近
い
ゆ
え
ん
で
調
査
全
体
に
関
わ
っ
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
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